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会長就任あいさつ

社会福祉法人
奥州市社会福祉協議会
会長　田面木　茂樹
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介護事業課
51-1181

－おしらせ－－おしらせ－infomationinfomation

新型コロナウイルス感染症の拡大動向により、参加者や会場の状況等を考慮し、
行事を延期または中止することがあります。
新型コロナウイルス感染症の拡大動向により、参加者や会場の状況等を考慮し、
行事を延期または中止することがあります。

▼内　　容　　講座1　社会福祉協議会と共同募金について
　　　　　　　講座2　第3次地域福祉活動計画について
　　　　　　　講座3　ご近所福祉スタッフの手引きについて
　　　　　　　講座4　コロナに負けない！「いまできる」地域福祉活動
　　　　　　　講座5　いなか坊主のおはなし1「不安の向き合い方・今を生きること」
　　　　　　　講座6　いなか坊主のおはなし2「観音経のおはなし・1分脱力＆1分瞑想」
▼受講方法　　①本会ホームページで公開　　②講座DVD貸出による受講　　③出前講座による受講
▼提供期間　　令和3年7月15日（木）～令和3年12月27日（月）
▼問 合 せ　　最寄りの市社協各支所

　今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止に配慮し、動画による研修を実施します。

地域で暮らし続けるための「おかげさま」を学ぶ講座

▼日　　時　　令和3年9月1日（水）午前11時～正午
▼会　　場　　奥州市総合福祉センター
▼対　　象　　水沢地域にお住いの昭和46年4月1日から昭和47年3月31日の間に結婚した夫婦
　　　　　　　（既に結婚後50年を経過し、過去に参加していない夫婦も可）
▼定　　員　　40組（80名）
▼参 加 費　　無料
▼内　　容　　写真撮影、式典（新型コロナウイルス感染防止対策のため、会食はありません）
▼申込方法　　市社協地域福祉課・水沢支所、民生児童委員、水沢地域内の各地区センターに申込書が
　　　　　　　ありますので、必要事項を記入の上ご提出ください。
▼申込締切　　令和3年7月30日（金）
▼問 合 せ　　市社協地域福祉課・水沢支所　☎25-6025 ／ 25-6188

　結婚50周年を迎えるご夫婦を対象として、金婚を祝う会を開催します。

奥州市水沢『金婚を祝う会』

▼日　　時　　令和3年9月9日（木）～令和3年10月28日（木）　全7回（祝日を除く）
▼会　　場　　奥州市総合福祉センター
▼受 講 料　　8,000円
▼定　　員　　30名（定員を超えた場合は抽選）
▼対　　象　　•奥州金ケ崎地域に在住または在学・在職で、満20歳以上（令和3年4月1日現在）の方
　　　　　　　•全7回すべての科目を受講できる見込みのある方
▼申込締切　　令和3年8月27日（金）
▼問 合 せ　　市社協生活応援課　☎25-7171

　認知症や知的・精神障がい等で判断能力が十分でない方を身近な地域で支援する「市民後見人」の養成
講座を開催します。

奥州金ケ崎地域市民後見人養成講座

※市民後見人とは…親族以外の市民による後見人

　会長に就任いたしました 田面木茂樹（たものき　しげき）です。

　私は、3月まで約50年間の教育現場で、｢一人ひとりが輝く教育」を心情とし

て進めて参りました。この度、前岩井会長の後任として奥州市社会福祉協議会

の会長に就任することになり、改めて職の重責を感じています。

　福祉について最初に目にしたのは、全ての人が、「ふ」だんの「く」らしを「し」

あわせに、なれるように進めていくことであるというキーワードでした。そし

てこのことを実現するために、公共サービスや福祉サービス等を実施していく

ことが大事であるというフレーズでした。そのため奥州市社会福祉協議会の果

たす役割は極めて重要であると考えています。奥州市社会福祉協議会は市民のみなさまから会費や寄付金を

いただき、行政からの補助や委託を受け運営していることから、極めて公共性が強い組織という性格を持って

おり、そのために透明性の確保やガバナンス強化が求められます。

　奥州市社会福祉協議会では、基本理念として“だれもが心の豊

かさと幸せを実感できる｢福祉のまち奥州市｣をめざして”という

ことを掲げており、その実現のため、前岩井会長を中心として、

第3次地域福祉活動計画と新たに奥州市社会福祉協議会発展・強

化経営計画を策定し、行政、市民のみなさまとともに、地域福祉

の向上、充実を推進していると伺っています。地域共生社会の実

現に向けて、「誰もが安全で安心に暮らせる地域づくり」・「地域の

福祉を支えるしくみづくり」・「市民の暮らしや活動を支える体制

づくり」 を重点項目に掲げ、住み慣れた地域で安心して暮らすこ

とができるまちづくりを推進することが、最も優先すべき事項であると伺いました。

　少子・高齢化、核家族化等による社会環境の変化はもとより、新型コロナウイルス感染対策に伴う人の接触

回避のための交流活動の自粛、経済活動の低迷などにより、住民同士のつながりの希薄化、社会的孤立や生

活困窮、介護・子育てに対する不安など、私たちを取り巻く福祉課題の複雑化・多様化が加速しているように

感じられる現在の状況下にあって、本会として積極的に取り組む必要性を感じておりますし、市民の方々の期

待も大きいものと考えています。

　先輩の役職員が現在まで築いてこられたものを糧にしなが

ら、新たに選任された役員の方々、職員とともに、市民の

みなさまの福祉に対する信頼や期待に応えるため、より一層、

福祉サービスの質の向上に努め、地域における「互助」を

大切にして福祉のまちづくりに取り組んでまいりたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

Ｐ2　役員・評議員の選任
Ｐ3　令和2年度決算報告
Ｐ4　インフォメーション
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氏　　名

千　田　七　郎

菅　原　　　敏

菊　池　　　敏

菅　原　睦　夫

菅　原　則　昭

高　橋　孝　徳

及　川　恒　彦

浦　川　俊　雄

佐　藤　一　儀

佐　藤　　　勝

加　藤　　　功

塚　本　康　雄

千　葉　祥　子

菊　地　浩　明

佐々木　幸　初

所属団体

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

奥 州 商 工 会 議 所

奥州市老人クラブ連合会

氏　　名

鈴　木　次　三

菊　池　富　善

佐々木　美　枝

及　川　レイ子

長谷川　一　彦

遠　藤　洋　治

馬　場　英　子

菅　原　由　和

及　川　　　徹

高　橋　洋　子

久保田　　　博

小野寺　俊　男

 所属団体

奥州市身体障害者福祉会

奥州市手をつなぐ育成会連絡会

奥州市母子寡婦福祉協会

奥州市地域婦人団体協議会

奥州市精神障害者家族会連合会

奥 州 地 区 保 護 司 会

奥州市子ども会育成連合会

胆 江 地 区 保 育 協 議 会

奥州市ボランティア連絡協議会

特定非営利活動法人高齢者
地域サポートセンター

県南ブロック社会福祉法人
経営者協議会

岩手県社会福祉協議会障がい者
福祉協議会県南ブロック協議会

会 長

副 会 長

副 会 長

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

監 事

田面木　茂　樹

佐々木　金　男

千　田　敏　彦

大　内　　　薫

菅　野　謙　市

菅　野　好　平

小野寺　孝　喜

藤　田　　　司

横　山　　　剛

高　橋　利　徳

千　葉　照　男

小野寺　　　功

鈴　木　公　男

芳　沢　茎　子

髙　橋　善　昭

鈴　木　守　圀

髙　橋　俊　彦

渡　辺　明　美

水沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

前沢地域
福祉推進協議会

水沢地域
福祉推進協議会

江刺地域
福祉推進協議会

奥州市ボランティア
連絡協議会

前沢地域
福祉推進協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

　

奥州市行政区長
連絡協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

奥州市民生児童委員
連合協議会

県南ブロック社会福祉
法人経営者協議会

江刺地域
福祉推進協議会

財務管理について
見識を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

役員・評議員が選任されました役員・評議員が選任されました

評議員（27名）
任期満了に伴う評議員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
評議員の任期は、令和3年6月23日から令和6年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

役員（18名）
任期満了に伴う役員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
役員の任期は、令和3年6月23日から令和4年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

職　名 名　　前 所属団体・区分 職　名 名　　前 所属団体・区分

奥州市福祉部
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　市民のみなさまからいただいた会費やささえあい協賛金等により、令和2年度も本会事業を実施することができました。
　令和2年度の収入では、会費収入をはじめ、補助金や受託金等で総額約11億9,156万円となり、支出は法人運営事
業や介護保険事業、放課後児童クラブ等の運営で総額約10億1,729万円となりました。
　収入と支出の差額約１億7,427万円は令和3年度に繰り越し、今後の福祉活動等に大切に使わせていただきます。

退
任
あ
い
さ
つ

令和2年度の事業報告と決算の詳細は市社協ホームページから閲覧いただけます。　http://www.oshu-shakyo.jp/

※次年度繰越額（収入－支出）　174,271,649円

介護サービスを
提供して入ったお金
399,159,926円

児童福祉サービスを
提供して入ったお金
227,317,600円

保育サービスを
提供して入ったお金
23,801,960円

奥州市・岩手県社協等
から入ったお金
223,286,089円

住民からいただいた会費・寄附金
43,580,127円

住民からいただいた
共同募金の配分金
26,971,774円

事業を実施して
入ったお金
7,059,856円

その他
78,438,668円

前期末支払資金残高
161,948,516円

33.4％

1,191,564,516円 1,017,292,867円
収入の合計 支出の合計

◎収入の内訳 ◎支出の内訳

令和2年度奥州市社会福祉協議会資金収支決算令和2年度奥州市社会福祉協議会資金収支決算

19.1％2.0％18.7％

3.7％

2.3％

0.6％

6.6％ 13.6％

介護予防事業や
グループホームの運営など

386,063,525円

•福祉基金の積立
•たすけあい資金の
　貸付など

放課後児童クラブの運営費
209,875,352円

米里保育所の運営費
24,897,681円

地域福祉事業の
推進や相談支援
152,744,716円

法人全体の運営費
168,794,366円

福祉センターや胆江地区
広域交流センターの運営費など

72,515,453円

その他
2,401,774円

38.1％

20.6％2.4％

15.0％

16.6％

7.1％
0.2％

社会福祉法人
奥州市社会福祉協議会
前会長　岩井 憲男

2 3おうしゅう福祉だより　vol.90 おうしゅう福祉だより　vol.90

氏　　名

千　田　七　郎

菅　原　　　敏

菊　池　　　敏

菅　原　睦　夫

菅　原　則　昭

高　橋　孝　徳

及　川　恒　彦

浦　川　俊　雄

佐　藤　一　儀

佐　藤　　　勝

加　藤　　　功

塚　本　康　雄

千　葉　祥　子

菊　地　浩　明

佐々木　幸　初

所属団体

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

奥 州 商 工 会 議 所

奥州市老人クラブ連合会

氏　　名

鈴　木　次　三

菊　池　富　善

佐々木　美　枝

及　川　レイ子

長谷川　一　彦

遠　藤　洋　治

馬　場　英　子

菅　原　由　和

及　川　　　徹

高　橋　洋　子

久保田　　　博

小野寺　俊　男

 所属団体

奥州市身体障害者福祉会

奥州市手をつなぐ育成会連絡会

奥州市母子寡婦福祉協会

奥州市地域婦人団体協議会

奥州市精神障害者家族会連合会

奥 州 地 区 保 護 司 会

奥州市子ども会育成連合会

胆 江 地 区 保 育 協 議 会

奥州市ボランティア連絡協議会

特定非営利活動法人高齢者
地域サポートセンター

県南ブロック社会福祉法人
経営者協議会

岩手県社会福祉協議会障がい者
福祉協議会県南ブロック協議会

会 長

副 会 長

副 会 長

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

監 事

田面木　茂　樹

佐々木　金　男

千　田　敏　彦

大　内　　　薫

菅　野　謙　市

菅　野　好　平

小野寺　孝　喜

藤　田　　　司

横　山　　　剛

高　橋　利　徳

千　葉　照　男

小野寺　　　功

鈴　木　公　男

芳　沢　茎　子

髙　橋　善　昭

鈴　木　守　圀

髙　橋　俊　彦

渡　辺　明　美

水沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

前沢地域
福祉推進協議会

水沢地域
福祉推進協議会

江刺地域
福祉推進協議会

奥州市ボランティア
連絡協議会

前沢地域
福祉推進協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

　

奥州市行政区長
連絡協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

奥州市民生児童委員
連合協議会

県南ブロック社会福祉
法人経営者協議会

江刺地域
福祉推進協議会

財務管理について
見識を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

役員・評議員が選任されました役員・評議員が選任されました

評議員（27名）
任期満了に伴う評議員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
評議員の任期は、令和3年6月23日から令和6年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

役員（18名）
任期満了に伴う役員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
役員の任期は、令和3年6月23日から令和4年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

職　名 名　　前 所属団体・区分 職　名 名　　前 所属団体・区分

奥州市福祉部

　
私
は
、
７
年
２
カ
月
に
わ
た

り
会
長
と
し
て
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
毎
日
が
充
実
し

た
感
慨
を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
長
い
間
に
わ
た
り
職
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
市
行
政
、
多
く
の
企
業
や

関
係
団
体
の
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
し
て
本
会
の
役
員
及
び
評
議

員
、職
員
の
理
解
あ
る
支
え
で
あ
る
と
心
か
ら
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
様
々
な
社
会
の
動
き
の
中
、
一
人
で
は

解
決
で
き
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
増
大
し

て
お
り
、
加
え
て
こ
れ
か
ら
の
コ
ロ
ナ
共
生
社
会
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
様
々
な
課
題
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
が
求
め
ら
れ
、
期
待
が
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
市
民
の
生
活
環
境
や
生
活
様
式
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
困
難
が
伴
う
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
変
化
に
即
応
で
き
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
向
性
を
示
す
「
発
展
・
強
化
経
営
計
画
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
、人
々

が
「
集
い
」「
語
ら
い
」「
つ
な
が
る
」
互
助

の
あ
る
、
も
と
ど
お
り
の
生
活
に
戻
り
ま
す

よ
う
切
に
願
う
も
の
で
す
。

　
奥
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
限
り
な
い
発

展
を
心
か
ら
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
み
な
さ

ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　市民のみなさまからいただいた会費やささえあい協賛金等により、令和2年度も本会事業を実施することができました。
　令和2年度の収入では、会費収入をはじめ、補助金や受託金等で総額約11億9,156万円となり、支出は法人運営事
業や介護保険事業、放課後児童クラブ等の運営で総額約10億1,729万円となりました。
　収入と支出の差額約１億7,427万円は令和3年度に繰り越し、今後の福祉活動等に大切に使わせていただきます。

退
任
あ
い
さ
つ

令和2年度の事業報告と決算の詳細は市社協ホームページから閲覧いただけます。　http://www.oshu-shakyo.jp/

※次年度繰越額（収入－支出）　174,271,649円

介護サービスを
提供して入ったお金
399,159,926円

児童福祉サービスを
提供して入ったお金
227,317,600円

保育サービスを
提供して入ったお金
23,801,960円

奥州市・岩手県社協等
から入ったお金
223,286,089円

住民からいただいた会費・寄附金
43,580,127円

住民からいただいた
共同募金の配分金
26,971,774円

事業を実施して
入ったお金
7,059,856円

その他
78,438,668円

前期末支払資金残高
161,948,516円

33.4％

1,191,564,516円 1,017,292,867円
収入の合計 支出の合計

◎収入の内訳 ◎支出の内訳

令和2年度奥州市社会福祉協議会資金収支決算令和2年度奥州市社会福祉協議会資金収支決算

19.1％2.0％18.7％

3.7％

2.3％

0.6％

6.6％ 13.6％

介護予防事業や
グループホームの運営など

386,063,525円

•福祉基金の積立
•たすけあい資金の
　貸付など

放課後児童クラブの運営費
209,875,352円

米里保育所の運営費
24,897,681円

地域福祉事業の
推進や相談支援
152,744,716円

法人全体の運営費
168,794,366円

福祉センターや胆江地区
広域交流センターの運営費など

72,515,453円

その他
2,401,774円

38.1％

20.6％2.4％

15.0％

16.6％

7.1％
0.2％

社会福祉法人
奥州市社会福祉協議会
前会長　岩井 憲男
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氏　　名

千　田　七　郎

菅　原　　　敏

菊　池　　　敏

菅　原　睦　夫

菅　原　則　昭

高　橋　孝　徳

及　川　恒　彦

浦　川　俊　雄

佐　藤　一　儀

佐　藤　　　勝

加　藤　　　功

塚　本　康　雄

千　葉　祥　子

菊　地　浩　明

佐々木　幸　初

所属団体

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

奥 州 商 工 会 議 所

奥州市老人クラブ連合会

氏　　名

鈴　木　次　三

菊　池　富　善

佐々木　美　枝

及　川　レイ子

長谷川　一　彦

遠　藤　洋　治

馬　場　英　子

菅　原　由　和

及　川　　　徹

高　橋　洋　子

久保田　　　博

小野寺　俊　男

 所属団体

奥州市身体障害者福祉会

奥州市手をつなぐ育成会連絡会

奥州市母子寡婦福祉協会

奥州市地域婦人団体協議会

奥州市精神障害者家族会連合会

奥 州 地 区 保 護 司 会

奥州市子ども会育成連合会

胆 江 地 区 保 育 協 議 会

奥州市ボランティア連絡協議会

特定非営利活動法人高齢者
地域サポートセンター

県南ブロック社会福祉法人
経営者協議会

岩手県社会福祉協議会障がい者
福祉協議会県南ブロック協議会

会 長

副 会 長

副 会 長

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

監 事

田面木　茂　樹

佐々木　金　男

千　田　敏　彦

大　内　　　薫

菅　野　謙　市

菅　野　好　平

小野寺　孝　喜

藤　田　　　司

横　山　　　剛

高　橋　利　徳

千　葉　照　男

小野寺　　　功

鈴　木　公　男

芳　沢　茎　子

髙　橋　善　昭

鈴　木　守　圀

髙　橋　俊　彦

渡　辺　明　美

水沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

前沢地域
福祉推進協議会

水沢地域
福祉推進協議会

江刺地域
福祉推進協議会

奥州市ボランティア
連絡協議会

前沢地域
福祉推進協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

　

奥州市行政区長
連絡協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

奥州市民生児童委員
連合協議会

県南ブロック社会福祉
法人経営者協議会

江刺地域
福祉推進協議会

財務管理について
見識を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

役員・評議員が選任されました役員・評議員が選任されました

評議員（27名）
任期満了に伴う評議員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
評議員の任期は、令和3年6月23日から令和6年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

役員（18名）
任期満了に伴う役員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
役員の任期は、令和3年6月23日から令和4年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

職　名 名　　前 所属団体・区分 職　名 名　　前 所属団体・区分

奥州市福祉部

　
私
は
、
７
年
２
カ
月
に
わ
た

り
会
長
と
し
て
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
毎
日
が
充
実
し

た
感
慨
を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
長
い
間
に
わ
た
り
職
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
市
行
政
、
多
く
の
企
業
や

関
係
団
体
の
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
し
て
本
会
の
役
員
及
び
評
議

員
、職
員
の
理
解
あ
る
支
え
で
あ
る
と
心
か
ら
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
様
々
な
社
会
の
動
き
の
中
、
一
人
で
は

解
決
で
き
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
増
大
し

て
お
り
、
加
え
て
こ
れ
か
ら
の
コ
ロ
ナ
共
生
社
会
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
様
々
な
課
題
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
が
求
め
ら
れ
、
期
待
が
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
市
民
の
生
活
環
境
や
生
活
様
式
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
困
難
が
伴
う
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
変
化
に
即
応
で
き
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
向
性
を
示
す
「
発
展
・
強
化
経
営
計
画
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
、人
々

が
「
集
い
」「
語
ら
い
」「
つ
な
が
る
」
互
助

の
あ
る
、
も
と
ど
お
り
の
生
活
に
戻
り
ま
す

よ
う
切
に
願
う
も
の
で
す
。

　
奥
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
限
り
な
い
発

展
を
心
か
ら
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
み
な
さ

ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　市民のみなさまからいただいた会費やささえあい協賛金等により、令和2年度も本会事業を実施することができました。
　令和2年度の収入では、会費収入をはじめ、補助金や受託金等で総額約11億9,156万円となり、支出は法人運営事
業や介護保険事業、放課後児童クラブ等の運営で総額約10億1,729万円となりました。
　収入と支出の差額約１億7,427万円は令和3年度に繰り越し、今後の福祉活動等に大切に使わせていただきます。

退
任
あ
い
さ
つ

令和2年度の事業報告と決算の詳細は市社協ホームページから閲覧いただけます。　http://www.oshu-shakyo.jp/

※次年度繰越額（収入－支出）　174,271,649円

介護サービスを
提供して入ったお金
399,159,926円

児童福祉サービスを
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23,801,960円
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24,897,681円
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152,744,716円
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168,794,366円

福祉センターや胆江地区
広域交流センターの運営費など

72,515,453円

その他
2,401,774円

38.1％

20.6％2.4％

15.0％
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氏　　名

千　田　七　郎

菅　原　　　敏

菊　池　　　敏

菅　原　睦　夫

菅　原　則　昭

高　橋　孝　徳

及　川　恒　彦

浦　川　俊　雄

佐　藤　一　儀

佐　藤　　　勝

加　藤　　　功

塚　本　康　雄

千　葉　祥　子

菊　地　浩　明

佐々木　幸　初

所属団体

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

水沢地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

江刺地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

前沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

胆沢地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

衣川地域福祉推進協議会

奥 州 商 工 会 議 所

奥州市老人クラブ連合会

氏　　名

鈴　木　次　三

菊　池　富　善

佐々木　美　枝

及　川　レイ子

長谷川　一　彦

遠　藤　洋　治

馬　場　英　子

菅　原　由　和

及　川　　　徹

高　橋　洋　子

久保田　　　博

小野寺　俊　男

 所属団体

奥州市身体障害者福祉会

奥州市手をつなぐ育成会連絡会

奥州市母子寡婦福祉協会

奥州市地域婦人団体協議会

奥州市精神障害者家族会連合会

奥 州 地 区 保 護 司 会

奥州市子ども会育成連合会

胆 江 地 区 保 育 協 議 会

奥州市ボランティア連絡協議会

特定非営利活動法人高齢者
地域サポートセンター

県南ブロック社会福祉法人
経営者協議会

岩手県社会福祉協議会障がい者
福祉協議会県南ブロック協議会

会 長

副 会 長

副 会 長

常務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

監 事

田面木　茂　樹

佐々木　金　男

千　田　敏　彦

大　内　　　薫

菅　野　謙　市

菅　野　好　平

小野寺　孝　喜

藤　田　　　司

横　山　　　剛

高　橋　利　徳

千　葉　照　男

小野寺　　　功

鈴　木　公　男

芳　沢　茎　子

髙　橋　善　昭

鈴　木　守　圀

髙　橋　俊　彦

渡　辺　明　美

水沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

前沢地域
福祉推進協議会

水沢地域
福祉推進協議会

江刺地域
福祉推進協議会

奥州市ボランティア
連絡協議会

前沢地域
福祉推進協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

衣川地域
福祉推進協議会

　

奥州市行政区長
連絡協議会

胆沢地域
福祉推進協議会

奥州市民生児童委員
連合協議会

県南ブロック社会福祉
法人経営者協議会

江刺地域
福祉推進協議会

財務管理について
見識を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

社会福祉事業について
知識経験を有する者

役員・評議員が選任されました役員・評議員が選任されました

評議員（27名）
任期満了に伴う評議員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
評議員の任期は、令和3年6月23日から令和6年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

役員（18名）
任期満了に伴う役員の改選により、本会定款及び役員改選規程に基づき、次の方々が選任されました。
役員の任期は、令和3年6月23日から令和4年度に関する定時評議員会の終結の時までです。

職　名 名　　前 所属団体・区分 職　名 名　　前 所属団体・区分

奥州市福祉部

　
私
は
、
７
年
２
カ
月
に
わ
た

り
会
長
と
し
て
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
毎
日
が
充
実
し

た
感
慨
を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
長
い
間
に
わ
た
り
職
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
市
行
政
、
多
く
の
企
業
や

関
係
団
体
の
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
し
て
本
会
の
役
員
及
び
評
議

員
、職
員
の
理
解
あ
る
支
え
で
あ
る
と
心
か
ら
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
様
々
な
社
会
の
動
き
の
中
、
一
人
で
は

解
決
で
き
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
増
大
し

て
お
り
、
加
え
て
こ
れ
か
ら
の
コ
ロ
ナ
共
生
社
会
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
様
々
な
課
題
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
が
求
め
ら
れ
、
期
待
が
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
市
民
の
生
活
環
境
や
生
活
様
式
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
困
難
が
伴
う
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
変
化
に
即
応
で
き
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
向
性
を
示
す
「
発
展
・
強
化
経
営
計
画
」
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
、人
々

が
「
集
い
」「
語
ら
い
」「
つ
な
が
る
」
互
助

の
あ
る
、
も
と
ど
お
り
の
生
活
に
戻
り
ま
す

よ
う
切
に
願
う
も
の
で
す
。

　
奥
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
限
り
な
い
発

展
を
心
か
ら
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
み
な
さ

ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　市民のみなさまからいただいた会費やささえあい協賛金等により、令和2年度も本会事業を実施することができました。
　令和2年度の収入では、会費収入をはじめ、補助金や受託金等で総額約11億9,156万円となり、支出は法人運営事
業や介護保険事業、放課後児童クラブ等の運営で総額約10億1,729万円となりました。
　収入と支出の差額約１億7,427万円は令和3年度に繰り越し、今後の福祉活動等に大切に使わせていただきます。

退
任
あ
い
さ
つ

令和2年度の事業報告と決算の詳細は市社協ホームページから閲覧いただけます。　http://www.oshu-shakyo.jp/
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社会福祉法人
奥州市社会福祉協議会
前会長　岩井 憲男
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この広報紙は市民の皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分金より発行しています

会長就任あいさつ

社会福祉法人
奥州市社会福祉協議会
会長　田面木　茂樹

奥 州 市 社 会 福 祉 協 議 会 　 　 連 絡 先

総務財政課
25-6158

胆 沢 支 所
46-3111

地域福祉課
25-6188

衣 川 支 所
52-3144

水 沢 支 所
25-6025

生活応援課
25-7171

江 刺 支 所
35-8081

こども福祉課
25-6158

前 沢 支 所
56-2148

介護事業課
51-1181

－おしらせ－－おしらせ－infomationinfomation

新型コロナウイルス感染症の拡大動向により、参加者や会場の状況等を考慮し、
行事を延期または中止することがあります。
新型コロナウイルス感染症の拡大動向により、参加者や会場の状況等を考慮し、
行事を延期または中止することがあります。

▼内　　容　　講座1　社会福祉協議会と共同募金について
　　　　　　　講座2　第3次地域福祉活動計画について
　　　　　　　講座3　ご近所福祉スタッフの手引きについて
　　　　　　　講座4　コロナに負けない！「いまできる」地域福祉活動
　　　　　　　講座5　いなか坊主のおはなし1「不安の向き合い方・今を生きること」
　　　　　　　講座6　いなか坊主のおはなし2「観音経のおはなし・1分脱力＆1分瞑想」
▼受講方法　　①本会ホームページで公開　　②講座DVD貸出による受講　　③出前講座による受講
▼提供期間　　令和3年7月15日（木）～令和3年12月27日（月）
▼問 合 せ　　最寄りの市社協各支所

　今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止に配慮し、動画による研修を実施します。

地域で暮らし続けるための「おかげさま」を学ぶ講座

▼日　　時　　令和3年9月1日（水）午前11時～正午
▼会　　場　　奥州市総合福祉センター
▼対　　象　　水沢地域にお住いの昭和46年4月1日から昭和47年3月31日の間に結婚した夫婦
　　　　　　　（既に結婚後50年を経過し、過去に参加していない夫婦も可）
▼定　　員　　40組（80名）
▼参 加 費　　無料
▼内　　容　　写真撮影、式典（新型コロナウイルス感染防止対策のため、会食はありません）
▼申込方法　　市社協地域福祉課・水沢支所、民生児童委員、水沢地域内の各地区センターに申込書が
　　　　　　　ありますので、必要事項を記入の上ご提出ください。
▼申込締切　　令和3年7月30日（金）
▼問 合 せ　　市社協地域福祉課・水沢支所　☎25-6025 ／ 25-6188

　結婚50周年を迎えるご夫婦を対象として、金婚を祝う会を開催します。

奥州市水沢『金婚を祝う会』

▼日　　時　　令和3年9月9日（木）～令和3年10月28日（木）　全7回（祝日を除く）
▼会　　場　　奥州市総合福祉センター
▼受 講 料　　8,000円
▼定　　員　　30名（定員を超えた場合は抽選）
▼対　　象　　•奥州金ケ崎地域に在住または在学・在職で、満20歳以上（令和3年4月1日現在）の方
　　　　　　　•全7回すべての科目を受講できる見込みのある方
▼申込締切　　令和3年8月27日（金）
▼問 合 せ　　市社協生活応援課　☎25-7171

　認知症や知的・精神障がい等で判断能力が十分でない方を身近な地域で支援する「市民後見人」の養成
講座を開催します。

奥州金ケ崎地域市民後見人養成講座

※市民後見人とは…親族以外の市民による後見人

　会長に就任いたしました 田面木茂樹（たものき　しげき）です。

　私は、3月まで約50年間の教育現場で、｢一人ひとりが輝く教育」を心情とし

て進めて参りました。この度、前岩井会長の後任として奥州市社会福祉協議会

の会長に就任することになり、改めて職の重責を感じています。

　福祉について最初に目にしたのは、全ての人が、「ふ」だんの「く」らしを「し」

あわせに、なれるように進めていくことであるというキーワードでした。そし

てこのことを実現するために、公共サービスや福祉サービス等を実施していく

ことが大事であるというフレーズでした。そのため奥州市社会福祉協議会の果

たす役割は極めて重要であると考えています。奥州市社会福祉協議会は市民のみなさまから会費や寄付金を

いただき、行政からの補助や委託を受け運営していることから、極めて公共性が強い組織という性格を持って

おり、そのために透明性の確保やガバナンス強化が求められます。

　奥州市社会福祉協議会では、基本理念として“だれもが心の豊

かさと幸せを実感できる｢福祉のまち奥州市｣をめざして”という

ことを掲げており、その実現のため、前岩井会長を中心として、

第3次地域福祉活動計画と新たに奥州市社会福祉協議会発展・強

化経営計画を策定し、行政、市民のみなさまとともに、地域福祉

の向上、充実を推進していると伺っています。地域共生社会の実

現に向けて、「誰もが安全で安心に暮らせる地域づくり」・「地域の

福祉を支えるしくみづくり」・「市民の暮らしや活動を支える体制

づくり」 を重点項目に掲げ、住み慣れた地域で安心して暮らすこ

とができるまちづくりを推進することが、最も優先すべき事項であると伺いました。

　少子・高齢化、核家族化等による社会環境の変化はもとより、新型コロナウイルス感染対策に伴う人の接触

回避のための交流活動の自粛、経済活動の低迷などにより、住民同士のつながりの希薄化、社会的孤立や生

活困窮、介護・子育てに対する不安など、私たちを取り巻く福祉課題の複雑化・多様化が加速しているように

感じられる現在の状況下にあって、本会として積極的に取り組む必要性を感じておりますし、市民の方々の期

待も大きいものと考えています。

　先輩の役職員が現在まで築いてこられたものを糧にしなが

ら、新たに選任された役員の方々、職員とともに、市民の

みなさまの福祉に対する信頼や期待に応えるため、より一層、

福祉サービスの質の向上に努め、地域における「互助」を

大切にして福祉のまちづくりに取り組んでまいりたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

Ｐ2　役員・評議員の選任
Ｐ3　令和2年度決算報告
Ｐ4　インフォメーション


